
○具体的な目標及び支援計画等

項 目
具体的な

目標

支援内容 支援期間

（頻度・時間・
期間等）

サービス提供機関

（提供者・担当者
等）

優先
順位

内容・留意点等 ガイドライン項目

発達支援
【健康・

生活】

食事、衣類の着脱な
どをが自分ででき、
「できた」たという達成
感をえましょう。

お昼時、使いやすい食具を用意し、姿勢を保持しながら
食事ができるように支援します。来所・通所時の着替え
の際、衣類に前後の目印を付けるなど工夫して、シャツ、
ズボンなどの着脱にスモールステップで取り組みます。

本人支援の（ア）健
康・生活のｂ-（ｄ）

３か月
（週３日）

担当スタッフ
○○
○○

１

発達支援

【言語・ｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝ】

自分の気持ちを、少し
ずつことばサインで伝
えていきましょう。

午後の個別活動の際、身振りなどで意思の伝達ができ
るように支援します。絵カードなどを通して、言葉で伝え
ることができるようにスモールステップで支援します。

本人支援の（エ）言
語・コミュニケーショ
ンのｂ-（ｂ）、（ｃ）

６か月
（週３日）

担当スタッフ
○○
○○

１

発達支援

【人間関係・
社会性】

友だちと仲良く遊びな
がら、みんなで活動を
楽しみましょう。

午前の集団活動の中で、友だちとのやりとり遊びを設定
します。友だちとの手つなぎや役割のある遊びや活動な
どを通じて、集団を意識できるよう支援します。

本人支援の（オ）人
間関係・社会性のｂ
-（ｃ）、（ｅ）

６か月
（週３日）

担当スタッフ
○○
○○

２

移行支援

○○さんの今後の目
標など、月に１回程度
併行通園先の保育所
の先生と一緒に話し
合います。

併行通園先の保育所と、定期的に、本人の状況や支援
内容等の情報を共有します。また、ケース会議やモニタ
リングの際には、併行通園先の保育所の先生にも参加
いただくことにしています。

移行支援の（イ）-
（ｅ）、（ｆ）

６か月 児童発達支援管
理責任者、担当
スタッフ○○、保
育所の担当先生

１

家族支援

○○さんについて３月
に１回、話し合う機会
をもちます。

保護者面談の時間を３か月に１回に設け、当所での様
子を丁寧に伝えるとともに、家庭での様子を聞き取り、情
報を交換するとともに、親御さんの心配ごとへの助言を
行います。

家族支援の（イ）-
（ア）､（イ）

６か月 児童発達支援管
理責任者、担当
スタッフ○○、お
母さん

３

子どもの名前 ○○ さん 作成年月日： ２９年 ２月 ２１日

長期目標 気持ちをサインやことばで表現し、みんなと一緒の活動を楽しみながら、保育所への移行を準備しよう。

短期目標 食事や着替などがスモールステップできるようになり、「できた」という経験を増やしていきましょう。

個別支援計画 （ガイドライン項目の記載例）

○目標

（注：ガイドラインで示した支援内容の項目の記載例
です。個別支援計画の見本ではありません。）

事業所における総合的な支援方針
食事、衣類の着脱などをが自分ででき、「できた」という喜びを味わえるようにします。また、遊びを通した友だちとの
交流により、かかわりや表現することの楽しさを味わえるように支援し、通園が楽しみの場になることを目指します。

平成 ２９年 月 日 保護者氏名 印 児童発達支援管理責任者 印

参考資料３


